
 

学 校 名 等 高山市立江名子小学校 

実 施 日 時 平成３０年５月の連休中・夏休み中・冬休み中 

会 場 各家庭 

参 加 人 数 全校児童（２６２名）・保護者 

学習課題（分野） 
家庭の中で『甲斐性』のある子どもに育てる 

～自分の身の回りの衣・食・住に関わってみる～ 

運営者の願い 
家族・家庭を核に、生活の基本を身につけながら、自分

のことは自分でやろうとする甲斐性を身につけさせたい。 

学 習 の 内 容 

＜取組の全容＞ 

＊４月のＰＴＡ総会にて母親委員会が提案し、承認される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組内容 

第１弾 第２弾 第３弾 

『衣』 『食』 『住』 

衣類たたみを 
しよう! 

家族で作ろう 
夏休みクッキング!! 

ぼく・わたしの 
年末大掃除大作戦!! 

☆衣類をたたんだ
り、洗濯をしたり
するお手伝いを
しよう。 

 
・自分の衣類は自分
でたたみ、しまう
ことに関心をも
つ。 

・家族の衣類をたた
むことで、普段た
たんでくれる家族
に感謝する。 

・しまう場所を工夫
することなどで、
家族の一員として
の自覚を持つこと
ができる。 

☆家族で楽しく料
理をし、楽しく
食べよう。 

 
 
・家族と相談をして

献立や材料を決め

る。 

・学年や興味に応じ

て、料理のどの部

分を行うかは自

由。一人で作って

も家族と一緒に作

ってもよい。 

・準備や片づけに関

われたらよりよ

い。 

☆自分の身の回りのも
のを整理整頓し、家
の大掃除を手伝お
う。 

 
・自分の勉強道具やおも
ちゃなどを整理整頓
し、いる物といらない
物に分別する。 

・学年や個々の能力に応
じて、内容を家族と相
談しながら決める。 

・自分の身の回りが片付
いたら、家の中を手伝
う。 

・身の回りや家をきれい
にすることで、清々し
い気持ちを味わい、気
分新たに新年を迎え
る。 

取組期間 ゴールデンウィーク中 夏休み中 冬休み中 

母親委員会 
だよりの発行 

①取組の案内（保護者向け・児童向け） 
②取組後のまとめ（感想の紹介） 

＊２月のＰＴＡ授業参観後の学級懇談会に 
おいて、『衣・食・住』の１年間の取組の 
感想交流を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

在宅取組型＋子育てサロン型（小学校）   

 
 

母親委員会による 
計画的で 

積極的な活動 
 
◎取組の年間計画を綿密
に立て、今年度の新た
な取組について役員の
意識を高めた。 

◎取組について、保護者

や児童が理解し、やり

遂げられるようにする

ための挿絵入り通信

や、取組後の頑張りを

認める通信を、毎回発

行した。 

◎児童が提出した「感想

用紙」へのコメント書

きを、委員全員で行っ

た。 

取組による 
プラスの効果 

 
◎家族の話し合いを経

て、一緒に取り組みな

がら子どもの頑張りを

見届ける「話そう！語

ろう！わが家の約束」

運動の取組となった。 

◎簡単な家事を分担する

ことにより、家族を敬

い、助け合って生活す

ることの大切さが子ど

もに伝わった。 

全家庭における 
在宅での取組 

 
◎どの家庭でも、都合の

よい日に取り組めるよ

うにしたことで、保護

者の意識を高め、無理

なく取り組めた。 

◎連休や長期休業日を活

用した丁寧な取組が、

家庭内のコミュニケー

ションを深め、児童、

保護者ともに次の取組

への意欲を高め、満足

度を上げた。 

 

＜保護者の感想＞ 
衣・“危ないかな”と思い、やらせていなか

ったアイロンがけを教えたら、意外とス
ムーズにできうれしそうだった。 

食・買い物から始め、久しぶりに楽しくわが
子と一緒に取り組むことができた。 

 ・たくさんお手伝いをして、できること
を増やしてほしい。 

住・新聞紙で大きな窓ガラスを一生懸命ふ
き、親も子も掃除の気持ちよさをあじわ
うことができた。 

・親から子へと、生活の力を身につけさせるきっかけになった。 

・教え伝える活動の中で、自然と会話が生まれ、家族で家庭の生活を大切に思う気

持ちが深まった。また、子どもが家庭内で感謝される体験をしたことで、家族の

一員として働くことの大切さを知ることができた。 

＜取組の成果＞ 

 


